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平
成
28
年
12
月
21
日
、
原
子
力
関
係
閣
僚

会
議
に
お
い
て
「『
も
ん
じ
ゅ
』
に
つ
い
て

は
原
子
炉
と
し
て
の
運
転
再
開
は
せ
ず
、
今

後
、
廃
止
措
置
に
移
行
す
る
」
等
が
決
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
同
日
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
（
以
下
、「
基
本
的
な
計
画
」

と
い
う
。）
の
策
定
等
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
、
政
府

が
一
体
と
な
っ
て
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措

置
を
安
全
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に

「『
も
ん
じ
ゅ
』
廃
止
措
置
推
進
チ
ー
ム
」
等

が
設
置
さ
れ
、
平
成
29
年
６
月
13
日
、「
も

ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に
当
た
っ
て
の
政
府

と
し
て
の
責
務
や
廃
止
措
置
実
施
体
制
及
び

当
機
構
が
基
本
的
な
計
画
を
策
定
す
る
に
当

た
っ
て
準
拠
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
「『
も

ん
じ
ゅ
』
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
以
下
、「
政
府
の
基
本
方
針
」
と
い
う
。）

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
機
構
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
同
日
、
基
本
的
な
計
画
を
文
部
科

学
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
計
画
に
お
い
て
は
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
冷
却
型
高
速
炉
の
特
徴
や
、
崩
壊
熱
及
び

放
射
能
が
低
い
状
態
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
海
外
も
含
め
た
先
行
原
子
炉
施
設
の
廃

止
措
置
を
参
考
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措

置
方
法
を
検
討
し
、
概
ね
30
年
で
の
廃
止
措

置
作
業
の
完
了
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
廃
止
措
置
作
業
は
、
第
１
段
階
：

燃
料
体
取
出
し
期
間
、
第
２
段
階
：
解
体
準

備
期
間
、
第
３
段
階
：
廃
止
措
置
期
間
Ⅰ
、

及
び
、
第
４
段
階
：
廃
止
措
置
期
間
Ⅱ
の
４

段
階
に
分
け
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
基
本
的
な
計
画
の
概
要
】

➢

�

　
当
面
は
燃
料
体
取
出
し
作
業
に
集
中

し
、
燃
料
体
の
形
状
等
を
模
擬
し
た
模
擬

燃
料
集
合
体
を
準
備
・
使
用
す
る
な
ど
、

安
全
に
燃
料
体
を
取
出
す
方
法
を
具
体
化

し
、
基
本
的
な
計
画
の
策
定
か
ら
約
5
年

半
で
の
終
了
を
目
指
す

➢

�

　
被
ば
く
管
理
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
廃

棄
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
法
令
等
を
遵
守

し
、
周
辺
公
衆
及
び
放
射
線
業
務
従
事
者

の
放
射
線
被
ば
く
を
低
減
す
る
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る

➢

�

　
使
用
済
燃
料
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
放
射

性
廃
棄
物
の
搬
出
及
び
処
理
処
分
に
つ
い

て
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
措
置
推
進
チ
ー

ム
の
下
、
政
府
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

政
府
の
、
県
外
へ
の
搬
出
に
つ
い
て
の
検

討
に
資
す
る
た
め
、
技
術
的
な
検
討
を
着

実
に
実
施
す
る

当
機
構
は
、
こ
の
基
本
的
な
計
画
に
基
づ

き
、
政
府
一
体
の
指
導
・
監
督
の
下
、
国
内

外
の
専
門
家
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
受
け
な

が
ら
、
立
地
地
域
並
び
に
国
民
の
理
解
を
得

つ
つ
、
安
全
を
最
優
先
に
、
我
が
国
で
最
初

の
取
組
と
な
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
の

廃
止
措
置
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」の
廃
止
措
置
に
つ
い
て

廃止措置推進チーム

＜政府の基本方針で示された「もんじゅ」の廃炉に係る実施体制＞

○内閣官房副長官をチーム長とし、文科副大臣、経産副大臣等で構成される省庁横
断的な枠組みを新設
○「もんじゅの廃止措置に関する基本方針」の策定

廃止措置を着実に推進

助言

廃止措置評価
専門家会合

国内外の有識者（原
子力・マネジメント等の
専門家）による評価・
助言等

［内閣官房長官、経産大臣、文科大臣、環境大臣、外務大臣、内閣府特命担当大臣(科学技術、原子力防災)］
原子力関係閣僚会議

「もんじゅ」廃止措置評価専門家会
合（文部科学省）
（http://www.mext.go.jp/b
_menu/shingi/chousa/kaihat
u/022/shiryo/__icsFiles/afiel
dfile/2017/06/19/1386413_
06.pdf）を加工して作成

政府を挙げて方針を設定・指示

敦賀廃炉実証事業部門【敦賀】
原子力機構
・廃炉実証に特化して自主的な運営
・事業統括に人員、予算等の権限集中
・外部人材を幹部に起用
・電力、メーカーから廃炉作業に専門的な知見を持つ管理職や実務クラスを投入
（例：廃止計画の策定支援、規制対応、実施等）

（トップ：廃炉実証事業統括）

・機構職員の他、協力会社の社員含む人員（約1,000名）を当面維持

○関係府省の福井県現地職員を含めたメンバーで構成
○福井・敦賀の現地において、「もんじゅ」サイトの状況を把握、対応
○会合は、本省／地方部局のメンバーが集結して、敦賀で開催（※月１回程度開催）
○現地事務所の一体化など、現行体制を強化

現地職員：約10名～（廃炉の進展に応じて強化）

「もんじゅ」廃止措置現地対策チーム 【敦賀】

評価等

国内外の専門家 プラントメーカー 電 力
支援 要員派遣・支援 要員派遣・支援

↖
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日
頃
よ
り
、「
も
ん
じ
ゅ
」
に
関
し
て
、

多
く
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
4
月
1

日
付
で
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
所
長
と
な
り
ま

し
た
安
部
で
す
。

昨
年
末
の
政
府
方
針
で
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
廃
止
措
置
が
決
定
さ
れ
、
原
子
力
機
構

は
６
月
13
日
に
「『
も
ん
じ
ゅ
』
の
廃
止

措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
を
政
府

に
報
告
し
ま
し
た
。「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃

止
措
置
は
、
我
が
国
初
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷

却
高
速
炉
の
廃
止
措
置
で
あ
り
、
こ
の
基

本
的
な
計
画
に
基
づ
き
、
政
府
一
体
の
指

導
・
監
督
の
下
、
安
全
第
一
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

６
月
６
日
に
、
原
子
力
機
構
大
洗
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
作
業
中
に
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
飛
散
し
、
作
業
員
が
被
ば

く
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、「
も
ん
じ
ゅ
」
で
実
施
中
の
作

業
全
般
に
つ
い
て
、
作
業
体
制
は
十
分

か
、
想
定
す
べ
き
リ
ス
ク
が
事
前
に
考
え

ら
れ
て
い
る
か
等
、
安
全
性
の
再
確
認
を

し
た
上
で
、
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
事
故
の
原
因
や
講
ず
べ
き
対
策
が
明

ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
さ
ら
に
「
も
ん

じ
ゅ
」
に
反
映
す
べ
き
事
項
を
取
り
込
ん

で
参
り
ま
す
。

廃
止
措
置
は
こ
れ
か
ら
お
お
よ
そ
30
年

続
く
長
丁
場
に
な
り
ま
す
。
実
施
計
画
の

内
容
や
進
捗
状
況
を
丁
寧
に
ご
説
明
し
、

地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
着

実
に
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
素
よ
り
原
子
力
機
構
の
事
業
に
対
し

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
４
月
１
日
付
で
敦
賀
事
業

本
部
長
代
理
（
理
事
）
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
伊
藤
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
関
西
電
力
㈱
に
お
い

て
原
子
力
発
電
所
の
保
全
や
シ
ビ
ア
ア
ク

シ
デ
ン
ト
対
策
に
携
わ
る
と
共
に
、
至
近

で
は
廃
止
措
置
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し

て
発
電
所
の
廃
止
措
置
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
、「
も

ん
じ
ゅ
」
及
び
「
ふ
げ
ん
」
の
廃
止
措
置

を
担
当
い
た
し
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政

府
の
廃
止
措
置
方
針
決
定
を
受
け
、
６
月

13
日
に
「『
も
ん
じ
ゅ
』
の
廃
止
措
置
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
を
国
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
基
本
的
な

計
画
に
基
づ
き
、
政
府
一
体
の
指
導
・
監

督
の
下
、
国
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

も
受
け
な
が
ら
、
立
地
地
域
の
皆
様
方
の

ご
理
解
を
賜
り
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
ふ
げ
ん
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、

レ
ー
ザ
ー
切
断
技
術
の
応
用
な
ど
、
新
た

な
技
術
の
研
究
開
発
も
行
い
な
が
ら
、
着

実
に
廃
止
措
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
福

井
県
内
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
後
本
格
化

し
て
い
く
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力
発
電

所
の
廃
止
措
置
に
も
貢
献
し
て
い
く
所
存

で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
６
月
６
日
に
茨
城
県

大
洗
の
当
機
構
研
究
施
設
に
お
い
て
核
燃

料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
事
故
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
元
を
は
じ
め
国
民

の
皆
様
方
に
多
大
な
る
ご
心
配
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。「
も
ん
じ
ゅ
」「
ふ
げ

ん
」
に
対
し
て
も
直
ち
に
安
全
最
優
先
、

原
子
力
専
門
家
と
し
て
の
社
会
的
責
任
、

危
険
予
知
活
動
の
徹
底
に
つ
い
て
周
知
・

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
作
業
環
境
・
作
業

手
順
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
緊
張
感
を
も
っ
て
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

高速増殖原型炉もんじゅ所長
安部 智之

敦賀事業本部長代理（理事）
伊藤  肇

• 就 任 の ご 挨 拶 •

つ
つ
、
安
全
を
最
優
先
に
、
我
が
国
で
最
初

の
取
組
と
な
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
の

廃
止
措
置
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①：原子炉容器から燃料集合
体を取出し、炉外燃料貯
蔵槽へ移動します。

②：燃料洗浄設備へ移動し、
燃料集合体の内側、外側
に付着したナトリウムを洗
浄します。

③：燃料集合体を缶詰缶（＊）に
収納し、専用の台車で水
中燃料貯蔵設備（燃料池）
へ移動し、保管します。

（＊）缶詰缶への収納の要否は現在
検討中です。

「もんじゅ」の燃料取り出し作業は、冷却材にナトリウムを使用しているため、電力
会社の原子力発電所と異なり時間を要します。その内容をご紹介します。

＜燃料の取り出し作業について＞
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もんじゅREPORT

「もんじゅ」プラントデータから
得られた成果

1次主冷却系循環ポンプの自然対流防止板の効果

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる

「獅子」をイメージしたもの

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
原
型
炉
と
し
て
、
高
速

炉
開
発
に
活
用
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
原
子

炉
を
停
止
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
機
器
は

稼
動
し
て
お
り
、
平
成
７
年
の
起
動
試
験
時

等
の
デ
ー
タ
も
含
め
た
約
20
年
間
の
プ
ラ
ン

ト
デ
ー
タ
は
、
機
器
の
性
能
確
認
・
評
価
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
蓄
積
デ
ー
タ
を
用
い
た
評
価
の
一

つ
と
し
て
、
１
次
主
冷
却
系
循
環
ポ
ン
プ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自
然
対
流
防
止
板
の
効
果

に
つ
い
て
の
評
価
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ポ
ン
プ
を
安
全
に
運
転
す
る
仕
組
み

１
次
主
冷
却
系
循
環
ポ
ン
プ
は
、
高
温

（
最
高
約
４
０
０
度
）
の
液
体
ナ
ト
リ
ウ
ム

が
ポ
ン
プ
の
中
を
流
れ
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
空

気
が
接
触
し
な
い
よ
う
ポ
ン
プ
上
部
に
は
ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
を

充
填
し
て
い
ま

す
。過

去
の
経
験

か
ら
、
ア
ル
ゴ

ン
ガ
ス
空
間
内

に
は
ガ
ス
の
自

然
対
流
が
発
生

し
、
ポ
ン
プ
の

ケ
ー
シ
ン
グ

（
ポ
ン
プ
の
容

器
）
に
温
度
差

が
生
じ
る
こ
と

が
類
似
ポ
ン
プ

で
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
ケ
ー
シ
ン
グ
が
熱
変
形
に
よ
り
曲

が
り
、
安
全
に
運
転
で
き
な
く
な
る
と
い
う

問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。（
図
１
）。

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て

自
然
対
流
が
発
生
し
な
い
よ
う
ア
ル
ゴ
ン
ガ

ス
空
間
を
区
切
る
対
流
防
止
板
を
ケ
ー
シ
ン

グ
に
設
置
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
空
間
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

き
ま
し
た
。

自
然
対
流
防
止
板
の
効
果
を
確
認

今
回
の
デ
ー
タ
評
価
で
は
、
約
20
年
間
の

プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
の
う
ち
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

空
間
の
温
度
差
の
監
視
の
た
め
に
設
置
し
た

温
度
計
の
デ
ー
タ
か
ら
温
度
差
を
算
出
し
、

設
計
に
お
け
る
許
容
範
囲
を
超
え
て
い
な
い

か
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ど
の
点
に
お
い
て
も
大
き
な

温
度
差
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
自
然
対
流
防

止
板
は
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
評
価
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
温
度
差
は
許
容
範
囲
に
対

し
て
、
最
小
で
も
20
％
の
余
裕
が
あ
る
こ
と

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
成
果
に
よ
っ
て
、
今
後
の
ポ
ン
プ
設

計
・
製
作
時
に
お
い
て
は
、
設
備
要
求
に
応

じ
た
大
型
化
の
実
現
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
評
価
結
果
を
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
成
果

と
し
て
今
後
の
高
速
炉
開
発
に
活
用
で
き
る

よ
う
取
り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

【図1】1次主冷却系循環ポンプケーシングが
熱変形により曲がるイメージ

この研究に携わっている機構職員

森
もり

岡
おか

辰
たつ

也
や

入社して10年目、現在は品質保証の推進業務に従
事していますが、もんじゅ運転管理の従事経験・知
識を生かし、今回の「もんじゅ」成果のとりまとめ
作業を行っています。この作業では、膨大な約20年
分のデータと過去の知見の整理に苦労していますが、

「もんじゅ」の成果が今後の実証炉を含めた高速炉開発に活かせるよう確実
に取りまとめていきたいと思います。

もんじゅ運営計画・研究開発センター
計画管理部　品質保証課所属

高温のアルゴンガスが上昇、低温のアルゴン
ガスが下降する「自然対流」により、ポンプ
のアルゴンガス空間内で温度差が発生

このようにケーシングが曲がる原因の自然対流を防止するために、アルゴンガスの
空間を区切る板（自然対流防止板）を設置し、「もんじゅ」での効果を確認しました。
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ふげんREPORT

復水器および湿分分離器の
解体撤去工事に着手

解体作業の技術データを蓄積、今後に活用

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

この研究に携わっている機構職員

荒
あら

谷
たに

健
けん

太
た

本作業では、これまでの原子炉冷却系統施設の解体
撤去実績を踏まえて、切断工具や工法について検討を
行っています。燃費が良く切断能力の高い切断機の使
用や大量の小口径配管を一括して切断することで、作
業の効率・省力化を図ります。これにより得られたデー
タを過去の実績と比較評価し、より最適な作業方法の
立案につなげていきたいと思います。本作業は、約11ヵ月間と長期の作業に 
なりますが、安全第一で作業を進めていきます。

原子炉廃止措置研究開発センター
技術開発部　開発実証課所属

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
平
成
29
年
度
の
廃
止

措
置
工
事
と
し
て
復
水
器
及
び
湿
分
分
離
器

等
の
解
体
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
総
重
量

お
よ
そ
3
5
0
ト
ン
の
全
金
属
製
の
大
型
機

器
の
解
体
作
業
と
な
り
、
原
子
力
機
器
の
解

体
作
業
に
関
す
る
貴
重
な
技
術
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

解
体
撤
去
用
作
業
ハ
ウ
ス
を
設
置
、 

６
月
か
ら
本
格
的
な
切
断
作
業
へ

今
回
解
体
作
業
を
行
う
復
水
器
は
、
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
た
蒸
気
を
海
水
で
冷
や
し
て
再

び
水
に
戻
す
装
置
で
、
５
階
建
て
の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
大
型
機
器
で
す
。
湿
分

分
離
器
と
は
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
た
蒸
気
の

湿
り
気
を
除
去
す
る
装
置
で
、
復
水
器
と
湿

分
分
離
器
、
付
属
配
管
を
含
め
た
総
重
量
は

約
３
５
０
ト
ン
と
、
大
規
模
な
解
体
工
事
と

な
り
ま
す
。

作
業
準
備
と
し
て
、
４
月
か
ら
解
体
撤
去

用
作
業
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
機
器
・
配
管
の

保
温
材
撤
去
、
残
留
水
の
抜
出
し
回
収
等
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
中
旬
頃
か
ら

は
本
格
的
な
切
断
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

解
体
作
業
の
デ
ー
タ
を
取
得 

今
後
の
解
体
計
画
や
評
価
へ
活
用

「
ふ
げ
ん
」
の
廃
止
措
置
で
は
、
解
体
作

業
に
関
す
る
デ
ー
タ
取
得
も
重
要
な
業
務
と

な
り
ま
す
。
作
業
項
目
・
職
種
（
機
械
、
電

気
、
放
射
線
管
理
等
）
や
使
用
切
断
工
具
な

ど
に
よ
る
「
作
業
工
数
」
や
「
作
業
条
件
」

等
の
デ
ー
タ
に
加
え
、
切
断
工
法
や
板
材
・

管
材
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
切
断
対
象
物
ご

と
に
「
切
断
速
度
・
時
間
」
や
「
切
断
面
の

状
態
」
等
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
き
め
細
か
い
情
報
は
、

「
解
体
作
業
の
管
理
デ
ー
タ
評

価
シ
ス
テ
ム
」
に
蓄
積
さ
れ
、

解
体
物
量
か
ら
解
体
コ
ス
ト
を

導
く
物
量
評
価
モ
デ
ル
を
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
行

い
、
精
度
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
今
後
の
原

子
炉
周
辺
機
器
や
原
子
炉
本
体

の
解
体
作
業
計
画
の
立
案
、
解

体
コ
ス
ト
の
評
価
な
ど
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
れ
ら
現
場
で
得

ら
れ
た
知
見
・
経
験
は
、
ふ
げ

ん
廃
止
措
置
の
成
果
と
し
て
関

係
す
る
学
会
や
国
際
会
議
な
ど
を
通
じ
て
積

極
的
に
外
部
に
公
開
し
ま
す
。

熱
中
症
対
策
な
ど
、
安
全
管
理
を
徹
底

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
解
体
作
業
は
、
真

夏
の
暑
い
時
期
に
作
業
の
最
盛
期
に
入
り
ま

す
。
時
節
柄
、
適
度
な
休
憩
及
び
水
分
補
給

に
心
掛
け
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ
る
な
ど
何

よ
り
も
安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
、
地
元
企

業
の
協
力
の
下
、
廃
止
措
置
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

解体工事準備作業（解体足場の組立て）
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つるほんだよりつるほんだより
レ
ー
ザ
ー
研
が
開
発
し
た
コ
ー
ド
で 

照
射
条
件
を
選
定

平
成
28
年
度
、
レ
ー
ザ
ー
研
は
松
浦
機

械
製
作
所
と
と
も
に
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

に
お
け
る
レ
ー
ザ
ー
の
照
射
条
件
を
選
定

す
る
た
め
の
共
同
研
究
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
松
浦
機
械
製
作
所
は
工
作
機
械
メ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
、
積
層
造
形
と
切
削

加
工
を
兼
ね
備
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
金
属

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
世
界
で
い
ち
早
く
製
品

化
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。
同
社
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
は
、
ベ
ー

ス
プ
レ
ー
ト
の
上
に
金
属
の
粉
末
を
敷
き

詰
め
、
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
て
溶
融
・
凝

固
し
な
が
ら
一
層
ず
つ
積
み
上
げ
る
よ
う

に
立
体
構
造
物
を
造
形
し
、
あ
る
程
度
の

高
さ
に
な
っ
た
ら
切
削
。
こ
れ
を
繰
り
返

し
、
ワ
ン
マ
シ
ン
・
ワ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
造

形
を
行
い
ま
す
。

金
属
は
レ
ー
ザ
ー
の
出
力
や
照
射
時
間

な
ど
、
設
定
条
件
に
よ
っ
て
溶
け
具
合
や

固
ま
り
方
が
変
わ
り
ま
す
。
造
形
物
の
原

料
と
な
る
金
属
粉
に
は
鉄
、
チ
タ
ン
、
ニ
ッ

ケ
ル
合
金
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
ど

の
原
料
を
使
い
、
ど
の
よ
う
な
造
形
物
を

作
る
か
に
よ
っ
て
最
適
な
照
射
条
件
は
異

な
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
出
す
に
は
、
膨
大

な
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
作
業
を
手
助
け
す
る
の
が
、
レ
ー

ザ
ー
研
が
開
発
し
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
プ
ロ

セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
「
Ｓ
Ｐ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ス
プ
ラ
イ
ス
）」
で
す
。
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
金
属
に
レ
ー
ザ
ー
光
が

照
射
さ
れ
て
か
ら
加
工
が
完
了
す
る
ま
で

に
起
こ
る
溶
解
・
凝
固
な
ど
の
物
理
現
象

を
解
明
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
多
次
元

コ
ー
ド
。
こ
の
コ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
最
適
な
照
射
条
件
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
き
、
選
定
に
か
か
る
手
間
を
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
も 

加
わ
っ
て
共
同
研
究
を
加
速

今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
照
射
条
件
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
試
験
片
に
積
層
造
形
加
工

を
施
し
、
金
属
の
薄
膜
が
成
形
さ
れ
る
際

の
過
渡
温
度
変
化
を
測
定
し
、
解
析
値
と

実
験
値
を
比
較
し
ま
し
た
。

松
浦
機
械
製
作
所
で
共
同
研
究
を
担
当

す
る
田
中
隆
三
さ
ん
は
「
今
回
の
研
究
結

果
を
も
と
に
照
射
条
件
の
選
定
方
法
を
確

立
し
、
解
析
の
精
度
を
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
材
料
で
の
造
形
条
件
へ
の
応

用
も
期
待
で
き
ま
す
」
と
今
後
の
共
同
研

究
に
も
意
欲
的
で
す
。

今
年
度
は
共
同
研
究
に
福
井
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
も
加
わ
り
、
精
度
の
高
い
温

度
測
定
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
設

定
し
た
コ
ー
ド
に
よ
る
照
射
結
果
を
確
認

し
、
研
究
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
研
で
は
今
後
も
レ
ー
ザ
ー
技

術
の
産
業
利
用
を
目
指
し
、
地
元
企
業
と

の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所
が

金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
開
発
を
支
援

松浦機械製作所が手掛けている工作機械は航空機
や自動車、医療機器などさまざまな製品を構成する
部品を高速・高精度で作るマシンです。この切削加
工技術と積層造形加工技術を組み合わせることによ
り、従来加工では不可能だった複雑な形状の製作が
可能になりました。また、製作時間も大幅に短縮可
能で、機能性を高めています。

敦
賀
事
業
本
部
レ
ー
ザ
ー
共
同
研
究
所（
レ
ー
ザ
ー
研
）は
、民
間
企
業
と
共
同
研
究

に
取
り
組
み
、新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。今
回
ご
紹
介
す
る

松
浦
機
械
製
作
所（
福
井
市
）と
の
共
同
研
究
で
は
、レ
ー
ザ
ー
研
の
解
析
コ
ー
ド
を

積
層
造
形
加
工
技
術
に
活
か
し
、高
性
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の

開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

松浦機械製作所の金属3Dプリンタ。
光造形と切削を１台で行える。

株式会社松浦機械製作所
技術本部
AMテクノロジーマネージャー
田中隆三さん

ハイブリッド金属3Dプリンタで製作した試作品。
複雑な形状のものや小さな造形も微細な部分まで滑らかに
仕上げている。

複雑な形状のパーツを短時間で。
モノづくりを支える金属3Dプリンタ

共同研究
紹　介
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つるほんだよりつるほんだより

「あっとほうむ」に出展した原子力機構のブース。
缶バッジの製作・配布を行いました。

●
廃
炉
の
基
礎
研
究
を
積
み
重
ね
て

総
合
的
に
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
の
安

全
・
効
率
化
を
図
る
取
り
組
み
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。	（
敦
賀
市　

男
性
）

●
コ
ス
ト
・
経
済
性
・
安
全
・
安
心
に

関
す
る
社
会
受
容
性
等
、
課
題
が
多

い
！	

（
敦
賀
市　

男
性
）

●
早
期
に
水
素
関
連
に
切
替
え
て
地
元

の
期
待
に
応
え
る
べ
き
で
す
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
十
分
だ
と
理
解
し
て
い

ま
す
。	

（
美
浜
町　

男
性
）

●
敦
賀
と
言
え
ば
「
も
ん
じ
ゅ
」「
ふ

げ
ん
」が
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
も
高
速
炉
の
開
発
は

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と

不
安
で
す
。
地
元
に
対
す
る
説
明
ば

か
り
で
な
く
全
国
に
発
信
し
て
ほ
し

い
。	

（
東
京
都　

男
性
）

●
原
子
力
機
構
職
員
の
方
々
、
こ
れ
か

ら
も
県
民
国
民
の
思
い
に
応
え
、
原

子
力
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き

た
い
。	

（
敦
賀
市　

男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

ご

意

見

箱

本
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
に
福
井
県
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
開
発
拠
点
化
計
画
」
の
推
進
方
針
に
示

さ
れ
て
以
来
、
敦
賀
市
街
地
へ
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
検
討
が
進
め
ら
れ
、
今
年
３

月
27
日
、
ア
ク
ア
ト
ム
の
３
階
で
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
は
「
産
業
連
携
技
術
開
発

プ
ラ
ザ
」
お
よ
び
「
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
解

析
共
同
研
究
所
」
の
二
つ
の
施
設
を
備
え

て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。
嶺
南
地
域
に
お

け
る
新
産
業
の
創
出
を
目
指
し
、
近
隣
の

商
工
会
議
所
や
ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
、
福
井
大
学
等
の
各
機
関
と
の
連
携

を
強
化
、
拡
大
を
図
り
、
原
子
力
機
構
と

の
協
力
体
制
の
構
築
、
各
々
得
意
分
野
に

よ
る
相
互
補
完
を
行
っ
た
事
業
展
開
を
図

り
ま
す
。

今
後
も
「
福
井
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開

発
拠
点
化
計
画
」
の
協
力
を
継
続
し
て
実

施
す
る
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
を
最
大
限
有

効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
広
場
」に
出
展

４
月
29
日
、
原
子
力
機
構
は
敦
賀
市
に

あ
る
原
子
力
の
科
学
館
「
あ
っ
と
ほ
う
む
」

で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も
の
広

場
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
「
も

ん
じ
ゅ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
入
っ
た
缶

バ
ッ
ジ
の
作
成
・
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

約
４
５
０
人
が
原
子
力
機
構
の
ブ
ー
ス
に

来
場
さ
れ
、
多
く
の
お
子
様
や
親
子
で
大

変
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト

出
展
等
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
直
接
触

れ
合
う
機
会
を
作
り
、
原
子
力
機
構
の
情

報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　機構が保有する知的財産や研究開発成果の地域産業界への展開を図り、地域密着
型の企業等の連携を促進します。

産業連携技術開発プラザ

技術交流、成果物展示
・成果物展示エリア
・技術交流室

技術相談
・技術相談室
・卓上汎用測定装置など

セミナー
・プレゼンホール

　「ふげん」等から得られるデータを利用し、大学・事業者等との共同研究を実施します。

プラントデータ解析共同研究所

高経年化調査室 サテライトオフィス
・プラント機器の状態計測技術
・廃止措置のレーザー切断技術  等

・機器配管等の経年劣化メカニズムの解析研究
・安全性向上のための材料設計・保全技術研究 等

【ホットラボにおける試料観察の様子】 【レーザー切断試験の様子】

「
プ
ラ
ン
ト
技
術
産
学
共
同
開
発
セ
ン
タ
ー
」の
開
設

平
成
29
年
3
月
よ
り
「
ア
ク
ア
ト
ム
」
に
て
事
業
開
始

7



つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jaea.go.jp  （
平
成
29
年
7
月
発
行
）

─
№ 115

館長　博士（工学）

橋場　隆 さん

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
通
じ 

　

地
域
の
人
材
育
成
を

「
き
い
ぱ
す
」
は
、
美
浜
町
が
運
営
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
施
設
で
す
。
美
浜
町

丹
生
に
あ
る
旧
丹
生
小
学
校
の
校
舎
や
敷
地

を
改
修
整
備
し
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

美
浜
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
町
内
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
活
動
を
続
け
、
平
成
19
年
３
月
に
は
小
中

一
貫
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
を
学
べ
る
よ
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
翌
年
に
は
副
読
本
を
作

成
す
る
な
ど
、
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
き
い
ぱ

す
」
も
そ
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
、
町
内

の
小
・
中
学
生
は
授
業
で
同
館
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
人
材
育

成
を
担
う
施
設
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
設
備
と 

　

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

館
内
に
は
専
用
の
工
具
や
備
品
を
備
え
た

工
作
室
や
実
験
室
の
ほ
か
、
温
暖
化
や
森
林

破
壊
な
ど
環
境
の
変
化
が
映
し
出
さ
れ
る
地

球
儀
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
電
気
使
用
量

を
表
示
す
る
パ
ネ
ル
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
充

電
で
き
る
電
気
自
動
車
、
ボ
ー
ト
を
こ
ぐ
力

を
発
電
量
に
換
算
で
き
る
「
エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー
発
電
」、
今
ほ
ど
電
気
が
使
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
時
代
の
暮
ら
し
が
疑
似
体
験
で
き

る
昔
体
験
農
家
な
ど
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
気
づ
き
、
考
え
る
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
一
般
向
け
に
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
っ
た
組
立
ブ
ロ
ッ
ク
体
験
や
館
内
ラ
リ
ー

体
験
、
エ
コ
エ
ネ
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
。
学

校
や
団
体
向
け
に
は
、
町
内
小
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

「
き
い
ぱ
す
体
験
」、
地
球
温
暖
化
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
き

い
ぱ
す
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

橋
場
館
長
は
、「
当
館
は
全
国
で
唯
一
の

体
験
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
施
設
。
地
域

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
は
も
ち
ろ

ん
、
町
外
の
人
に
も
学
習
の
機
会
を
提
供

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し

ま
す
。
夏
休
み
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

す
る
な
ど
、
今
後
も
楽
し
い
学
び
の
機
会
を

多
彩
に
発
信
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

︻
訂
正
︼
平
成
29
年
3
月
発
行
﹁
つ
る
が
の
四
季
﹂
№
114
の
8

ペ
ー
ジ
﹁
ふ
る
さ
と
紀
行
﹂
の
記
事
で
︑
映
画
﹁
サ
ク
ラ
サ
ク
﹂

の
公
開
を
﹁
平
成
13
年
﹂
と
記
載
し
ま
し
た
が
︑﹁
平
成
26
年
﹂

の
誤
り
で
し
た
︒
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
︒

日
本
初
！  

体
験
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
施
設

「きいぱすフェスタ」では「かまどで炊いたご飯でおにぎりを作ろう」「バッ
テリーカーに乗ろう」といったさまざまな体験イベントを実施しました。

エネルギー資源、エネルギー変換
等のテーマにそった展示物や体験
装置を備えた「きいぱすラボ」。

今年4月1日、美浜町丹生にオープンした美浜町エネ
ルギー環境教育体験館「きいぱす」は、子どもたち
がエネルギーや環境を学ぶ体験型の教育施設です。
同町内の小・中学校の授業で活用するほか、町外の
学校及び一般の人にも広く開放しています。
5月3・4日には特別イベントとして「きいぱすフェスタ」
が開催され、多くの人で賑わいました。

N E W S P O T

美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館

「
き
い
ぱ
す
」

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

　
　
　
　

年
末
年
始
（
12
／
29
〜
１
／
３
）

入
館
料
：
小
中
学
生 

１
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　

 

２
０
０
円

　
　
　
　

一
般　
　

 

３
０
０
円

　
　
　
　

高
齢
者　

 

２
０
０
円

※
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
有
料	

※�

体
験
の
内
容
、
開
催
日
等
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ先「きいぱす」
三方郡美浜町丹生62−1　☎0770−39−1116
http://www.mihama-eee.jp
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